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５　研 究 の 概 要

乳がんは多くの場合、母乳の通り道である乳管に発症する病気である。乳がんは他
のがんと比べて大きくなる速度が遅く、早いうちに発見し適切な処置を行なえば完
治するケースが多い。また乳がんの大きさが小さいうちに手術を行なえば、最近は
乳房温存手術も大変進歩しており、昔のように乳房を取り去ってしまうケースはどん
どん減って来ている。何よりも「早く・正確に」乳がんが初期の段階で診断して発見
する事が大変重要と考えられる。これらの観点から乳管内の情報を直接得るために
PND（乳頭分泌液）をサンプルとして用いて、分子生物学的マーカ探索手法（プロテ
オミクス）を応用することにより、より早期段階での乳がんを診断することが可能にな
ると期待している。
目標採取症例数として、乳腺疾患を疑われる症例100例、保存凍結乳がん組織に
ついては30例程度を計画しており、登録期間は3年を考えている。採取した検体の

解析については例えばJohns Hopkins Medical Instituteのグループが Clin Cancer
Res 2005に、University of LondonのグループがEuropian Journal of Cancer 2007 に
SELDI-MSを用いたNAFと乳管洗浄液中の乳がん早期マーカの検討を報告してい
る。但しSELDI-MSではペプチド鎖の分子量が判るだけでタンパク一次構造は解析
できないため、本研究では最新のLC-MS/MSを活用し感度や試料前処理の検討を
重ね、マーカタンパクの一次構造決定を目指したい。また、新規マーカ候補のバリ
デーションの目的で、採取ガン組織の形態学的解析や血清中の既存乳がんマーカ
分子との相関等の検討も行なう予定である。


